
２ 健康状態（疾病・異常の被患率） 

 平成 13 年度調査結果から、本県における学校種類別の疾病・異常のうち

主なものについて、平成 12 年度と比較してみると、次のとおりである。

被患率が最も高いのは、各学校種ともに「う歯（むし歯）」で、次いで

「視力異常（裸眼視力 1.0 未満）」となっている。 

 また、被患率を全国平均と比較してみると、う歯については、すべての

学校種で本県が上回っている。裸眼視力 1.0 未満の者については、中学校

及び高等学校では本県が上回っているが、幼稚園及び小学校では本県が下

回っている。 

 

（１） 学校種類別にみた主な疾病・異常被患率の順位 

 （幼稚園） 

 主な疾病・異常被患率の順位（幼稚園） 

 

 
 

注）被患率のうち、全国のカッコ書きは全国順位である。 

 

（小学校） 

 主な疾病・異常被患率の順位（小学校） 

 

 
 

注）被患率のうち、全国のカッコ書きは全国順位である。 



 

（中学校） 

主な疾病・異常被患率の順位（中学校） 

 

 
注）被患率のうち、全国のカッコ書きは全国順位である。 

 

（高等学校） 

主な疾病・異常被患率の順位（高等学校） 

 

 
注）被患率のうち、全国のカッコ書きは全国順位である。 

 

 

（２） う歯の処置完了状況の推移 

 （幼稚園） 

う歯の処置完了状況の推移（幼稚園） 

 
 



（小学校） 

う歯の処置完了状況の推移（小学校） 

 
 

（中学校） 

う歯の処置完了状況の推移（中学校） 

 
 

（高等学校） 

う歯の処置完了状況の推移（高等学校） 

 
 

 

（３） 裸眼視力 1.0 未満の者の推移 

（幼稚園） 

裸眼視力 1.0 未満の者の推移（幼稚園） 

 
 

（小学校） 

裸眼視力 1.0 未満の者の推移（小学校） 

 



 

（中学校） 

裸眼視力 1.0 未満の者の推移（中学校） 

 
 

（高等学校） 

裸眼視力 1.0 未満の者の推移（高等学校） 

 
 

 


